
緊急時緊急時サポート

10代の子どもと難しい 代の子どもと難しい 
事柄について話す事柄について話す

今日、私たちが生活の中で直面する問題は大人にとっても対処が難しいこ

とがあります。ですから、思春期の子どもとそれについて話し合うとなる

とさらに複雑な配慮が必要です。親御さんの多くは、セックス、ドラッグ

の使用、仲間からの同調圧力、いじめ、10代での妊娠といった難しい問

題についてうまく話せないと感じています。親としての対応や責任につい

て、そしてコミュニケーションのヒントを以下にご紹介します。お子さん

が直面するかもしれない困難な問題についての対話にお役立てください。
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コミュニケーションのヒントコミュニケーションのヒント
• • 一対一で話しましょう一対一で話しましょう - 子どもたちは一人ひとり違う存在で、難しい問題に対
する反応もそれぞれ異なります。ティーンエイジャーのお子さんが安心して話
し、心配事を打ち明けたり質問したりしやすい場所を探してください。寝室で
のおしゃべりが有効な場合もあります。また、車に乗っているときや散歩の途
中に打ち明けやすいという子もいるかもしれません。一人のお子さんにとって
最適な方法が、別のお子さんにも当てはまるとは限らないことに注意してくだ
さい。

• • 事実を共有しましょう事実を共有しましょう - 役に立つ正確な情報を伝えるためにも、しっかり調べ
てください。怖がらせたり圧倒しようとして作り話をするのはやめましょう。
インターネットで質の高い情報を見つける方法と、誤った「事実」を避ける方
法を共有しましょう。

• • 会話のきっかけを見つけましょう会話のきっかけを見つけましょう - 難しい話題を取り上げる方法にいつも目を
配っておきましょう。テレビ番組やニュースの話題は、お子さんが特定の問題
についてどう感じているかを知る絶好の指標となる場合があります。お子さん
のボディランゲージに注目しましょう。対話をするときは、あなた自身の感情
もオープンに伝えます。

• • 何度も話しましょう何度も話しましょう - 難しい話題の場合、何度も会話するのが良いでしょう。
ティーンエイジャーのお子さんは、成長して物事の捉え方が変化するにつれ、
より踏み込んだ疑問を持つようになるかもしれません。ですから、難しい問題
は1回限りの会話にしないことが賢明です。

親としての対処法親としての対処法
• • お説教は控えましょう お説教は控えましょう - 双方向の対話を持つことを目標にします。お説教をさ
れると、ティーンエイジャーは怖気づいたり、心を閉じたりしてしまいがちで
す。自分の言葉に耳を傾けてくれていると感じると、親の言葉にも耳を傾けや
すくなります。

• • 気を散らす要因を取り除きましょう気を散らす要因を取り除きましょう - あなた自身に難しい話題について話す心
の準備があることを確認してください。子どもの考えをしっかりと聞くために
は、気を散らす要因をできるだけ排除することです。つまり、携帯電話の電源
は切り、テレビも消して、お子さんとの会話に完全に集中しましょう。

• • 決めつけないようにしましょう決めつけないようにしましょう - お子さんがその話題について何を知っていて
何を知らないか、あなたには分かりません。セックスやドラッグの使用などの
問題について、お子さんは誤解している可能性があります。もしかしたら、あ
なたが思っている以上に、彼らは多くのことを知っているかもしれないので
す。お子さんが何かについて質問したからといって、その事柄に関わっている
と判断してはいけない、ということが最も重要です。お子さんが安心してあな
たに信頼を寄せているときに推測で決めつけをすれば、信頼関係を損なうのは
確実です。

• • 冷静さを保ちましょう冷静さを保ちましょう - あなたがパニックになったり不安でいるのを見ると、
お子さんは心を開かなくなる可能性が高くなります。耳を傾け、答えがイエ
ス・ノーで限定されない自由回答型の質問をして、冷静な態度を維持しましょ
う。非難するような声の調子になっていないか気をつけてください。

• • 健全な態度のお手本を示しましょう健全な態度のお手本を示しましょう - お子さんは常に私たちを見ています。
死、危機的状況、間違った判断、何らかの喪失といった困難な状況に対して私
たちがどのように反応するか、子どもたちは常に注目しています。私たちの行
動は、言葉よりもはるかに多くのことを子どもたちに伝えているのです。

危機的状況にある青少年たち
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親としての責任親としての責任
• • 感じていることや価値感を分かち合いましょう感じていることや価値感を分かち合いましょう - お子さんは、あなたが意見と
感情、価値観を持っていることを知っています。あなたがどう感じているか、
そう感じるのはなぜなのかを説明することは重要です。あなたにとって大切な
ことが理解できれば、お子さんも、難しい状況に直面したときに自分自身が何
を優先すべきか考えるようになる傾向が強くなります。

• • 大局的な視点を持ちましょう大局的な視点を持ちましょう - よい選択について話し合うときには、その決断
にはどのような動機があるのかを話すことが大切です。よい選択が、よい人生
や目標の達成にどのようにつながっていくのか、ティーンエイジャーのお子さ
んに説明しましょう。

• • 批判は止めましょう批判は止めましょう - 時として、あなたのお子さんが、友人がしたあまりよく
ない選択について話しているのを耳にするかもしれません。批判したり、結論
を急がないように気をつけてください。その行動がもたらしかねない結果を説
明し、その状況についてお子さんがどう思うかに耳を傾けてください。

• • メディアに注意を払いましょうメディアに注意を払いましょう - メディアが飽和状態の世界で育ててしまう
と、メディアに特有の困難がつきまといます。たとえば、ゴールデンタイムの
番組の75%以上が性行為による興奮を伝える一方で、性行為のリスクと責任を
伝えているのはわずか14%に過ぎません。10代のお子さんが何を視聴している
のか、知っておくことは大切です。ポップコーンなどを用意して、家庭で一緒
にテレビや映画を観る機会を設ければ、さらに良いでしょう。お子さんの好き
なものにあなたが興味を示すと、コミュニケーションが取りやすくなります。

• • 会話のフォローアップをしましょう会話のフォローアップをしましょう - 今時のティーンエイジャーは、直接対面
したり電話で話したりするよりも、テキストメッセージで会話をするほうが多
くなっています。難しい話題について話した後は、ポジティブなテキストメッ
セージを送ってフォローアップしましょう。緊張したり、自分以外の誰かのよ
うに振る舞う必要はありません。直接話すのと同じように、テキストメッセー
ジで伝えましょう。「あなたの考えを伝えてくれてありがとう。いつもあなた
を一番に思っているからね。」と、感謝の気持ちと、お子さんを気にかけ、大
切に思う気持ちを伝えると良いでしょう。

そして、お子さんが難しい問題についてあなたと率直に話しているときに、その
ことを褒めるのも大切です。謙虚な態度で正直に話せば、たとえ罰を受ける場合
でもそれを軽減できるということを、お子さんが理解できるように話します。常
に落ち着いて、相手を決めつけない態度を貫けば、あなたが安心して話せる味方
であることを示すことができます。そうすれば、お子さんは難しい事柄について
あなたと話そうとする可能性が高くなるでしょう。
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